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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
き
っ
か
け
を
ひ
ろ
っ
た
な
ら

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
９
２
６
Ｄ

【
作
者
名
】

　
優
芽

【
あ
ら
す
じ
】

　
日
和
は
、
消
し
ゴ
ム
を
拾
っ
て
く
れ
た
宮
野
君
に
一
目
ぼ
れ
。
両
思
い
に
な

り
た
い
と
強
願
う
の
だ
が
…
…
？
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（
前
書
き
）

文
章
が
お
か
し
い
で
す
；
；

だ
け
ど
、
私
な
り
に
一
生
懸
命
書
き
ま
し
た
！

見
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
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「
西
野
？
こ
れ
…
お
前
の
？
」

「
え
？
」

私
は
、
西
野
　
日
和
高
校
２
年
だ
。

に
し
の

ひ
よ
り

ず
っ
と
探
し
て
い
た
消
し
ゴ
ム
を
見
つ
け
て
く
れ
た
の
は
…
…
…
。

宮
野
　
陸
衛
君
で
し
た
。

み
や
の

り
く
え

「
あ
、
あ
り
が
と
う
。
」

私
は
、
軽
く
頭
を
さ
げ
た
。

宮
野
君
が
教
室
か
ら
出
て
行
っ
た
後
に
…
…
私
は
、
独
り
言
を
、
ポ
ツ
リ
と
つ

ぶ
や
い
た
。

「
単
純
だ
な
。
」

私
が
宮
野
君
を
好
き
に
な
る
の
に
、
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そ
ん
な
に
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。

私
は
、
宮
野
君
が
好
き
。

私
一
人
で
は
、
う
ま
く
い
く
は
ず
が
な
い
。

『
…
…
で
？
何
が
あ
っ
た
の
？
』

私
は
、
親
友
の
な
ぎ
さ
に
電
話
し
た
。

な
ぎ
さ
は
、
も
う
付
き
合
っ
て
半
年
ほ
ど
経
つ
彼
氏
が
い
る
。

な
ぎ
さ
に
よ
る
と
、
他
校
の
人
ら
し
い
が
…
…
。
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『
え
っ
と
…
好
き
な
人
が
…
…
。
』

少
し
恥
ず
か
し
く
な
り
、
言
い
出
せ
な
か
っ
た
。

『
ん
？
好
き
な
人
で
き
た
と
か
？
』

『
…
…
…
。
』

『
図
星
か
。
』

電
話
の
奥
で
、
な
ぎ
さ
が
笑
っ
て
い
た
。

『
あ
は
は
；
；
』

『
相
手
は
？
ん
？
同
じ
ク
ラ
ス
？
』
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『
う
ん
。
同
じ
ク
ラ
ス
の
…
…
み
、
宮
野
君
。
』

『
…
…
…
。
』

沈
黙
が
続
い
た
。

『
ま
ぢ
～
！
？
！
？
日
和
、
や
っ
と
好
き
な
人
で
き
た
ね
～
。
』

一
瞬
、
沈
黙
に
な
り
私
は
焦
っ
た
が
、
そ
の
後
の
な
ぎ
さ
の
明
る
さ
に
、

ほ
っ
と
思
っ
た
。

『
う
ん
！
協
力
、
し
て
く
れ
る
？
』

『
あ
、
当
た
り
前
ぢ
ゃ
ん
！
』

そ
こ
で
私
は
安
心
し
、
一
端
、
電
話
を
切
っ
た
。
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早
く
、
明
日
に
な
れ
。

宮
野
君
に
、
会
い
た
い
な
～
。

ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
…
…

「
あ
…
…
。
」

私
は
、
電
話
を
切
っ
た
あ
と
、
寝
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

「
や
ば
ッ
…
…
」

私
は
、
急
い
で
準
備
し
た
。

「
行
っ
て
来
ま
ー
す
！
」
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宮
野
君
…
…
。

恋
っ
て
…
…
不
思
議
か
も
。

「
ひ
ー
よ
ー
り
！
！
」

後
ろ
か
ら
私
の
目
を
、
覆
う
。

「
な
ぎ
さ
！
？
」

な
ぎ
さ
は
、
ニ
コ
っ
と
ぶ
い
サ
イ
ン
を
し
た
。

「
あ
ッ
！
」

な
ぎ
さ
は
、
前
方
を
指
差
し
た
。

「
日
和
！
あ
そ
こ
！
宮
野
だ
よ
！
」
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私
の
耳
元
で
な
ぎ
さ
は
、
言
っ
た
。

「
ほ
…
…
本
当
だ
…
…
。
」

私
の
頬
は
赤
く
な
っ
た
。

「
ほ
～
ら
！
『
お
は
よ
！
』
っ
て
言
い
な
よ
！
」

な
ぎ
さ
は
、
私
の
肩
を
押
し
た
。

「
え
～
！
？
い
い
よ
い
い
よ
；
；
」

私
は
、
少
し
困
っ
た
表
情
を
浮
か
べ
た
。

結
局
。
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話
せ
な
い
ま
ま
、
１
日
が
始
ま
っ
た
。

「
宮
野
く
～
ん
！
」

朝
っ
ぱ
ら
か
ら
宮
野
君
の
周
り
に
は
、
女
の
子
が
集
ま
っ
て
い
た
。

宮
野
君
は
、
モ
テ
る
ん
だ
。

「
…
…
…
。
」

宮
野
君
は
、
か
っ
こ
い
い
し
、
ス
ポ
ー
ツ
も
出
来
る
。

モ
テ
る
の
は
当
た
り
前
だ
。

で
も
、
モ
ヤ
モ
ヤ
す
る
。
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イ
ラ
イ
ラ
す
る
。

何
だ
ろ
う
？
こ
の
気
持
ち
…
…
。

「
ね
～
？
な
ぎ
さ
？
」

私
は
、
な
ぎ
さ
に
寄
り
添
っ
た
。

「
ん
～
？
」

「
あ
の
、
宮
野
君
の
周
り
に
居
る
女
の
子
達
を
見
て
る
と
、
モ
ヤ
モ
ヤ
す
る
の
。

」真
剣
な
私
を
見
て
、
な
ぎ
さ
は
笑
っ
た
。

「
ぷ
…
…
。
」
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「
な
ッ
！
何
～
！
？
何
で
笑
う
の
よ
？
」

「
あ
ん
た
さ
～
…
…
そ
ん
な
事
も
分
か
ら
な
い
の
？
」

「
へ
？
」

「
そ
れ
は
ね
？
嫉
妬
っ
て
ゆ
ん
だ
よ
？
」

「
し
っ
と
？
」

「
好
き
な
人
が
出
来
る
と
ね
？
他
の
女
の
子
が
、
自
分
の
好
き
な
人
と
ち
ょ
っ

と
話
し
た
だ
け
で
イ
ラ
イ
ラ
し
ち
ゃ
う
の
よ
？
他
の
女
の
子
と
話
さ
れ
る
の
は
、

嫌
で
し
ょ
？
」

「
…
…
…
嫌
だ
！
」
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「
ね
？
話
し
て
ほ
し
く
な
い
。
と
思
う
気
持
ち
…
…
大
切
だ
と
思
う
な
！
」

私
が
し
て
い
る
事
は
…
…
嫉
妬
と
ゆ
ー
も
の
。

恋
し
て
る
人
し
か
味
わ
え
な
い
…
…
嫉
妬
？

「
私
！
大
人
に
な
っ
た
！
？
」

ぽ
か
ん
と
し
た
な
ぎ
さ
は
、
笑
い
を
こ
ら
え
な
く
な
っ
た
の
か
…
…

「
あ
は
は
は
は
は
は
は
は
！
な
っ
た
な
っ
た
！
」

「
そ
！
そ
ん
な
に
笑
わ
な
く
て
も
い
い
ぢ
ゃ
ん
！
」

―
―
―
７
月
５
日
―
―
―
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私
は
、
一
つ
、
な
ぎ
さ
か
ら
大
切
な
事
を
学
ん
だ
。

「
サ
ッ
カ
ー
部
っ
て
大
変
で
す
か
？
」

朝
、
私
は
鏡
に
向
か
っ
て
独
り
言
を
言
っ
て
い
た
。

「
サ
ッ
カ
ー
部
っ
て
大
変
で
す
か
？
」

大
き
く
私
は
、
深
呼
吸
し
た
。

「
大
丈
夫
。
宮
野
君
に
話
し
か
け
る
ん
だ
！
」

そ
う
。

さ
っ
き
の
独
り
言
は
、
宮
野
君
に
言
う
言
葉
を
練
習
し
て
い
た
。

「
落
ち
着
け
日
和
！
」
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玄
関
を
開
け
て
、
外
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。

恋
は
、
自
然
と
幸
せ
に
な
れ
る
。

す
ご
い
パ
ワ
ー
だ
！
！

す
る
と
、
前
方
に
は
フ
ェ
ン
ス
に
腰
か
け
て
い
る
な
ぎ
さ
が
い
た
。

「
あ
！
な
～
ぎ
さ
！
！
」
私
は
、
な
ぎ
さ
目
が
け
て
、
手
を
振
っ
た
。

「
あ
！
や
っ
と
来
た
！
」

「
ん
？
」
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な
ぎ
さ
は
、
フ
ェ
ン
ス
の
先
を
指
さ
し
た
。

「
あ
そ
こ
見
て
み
？
」

私
は
、
な
ぎ
さ
に
従
っ
て
フ
ェ
ン
ス
を
見
た
。

「
あ
～
！
」

私
は
、
声
を
あ
げ
た
。

な
ん
と
！
そ
こ
に
居
る
の
は
、
宮
野
君
で
あ
っ
た
！

「
何
し
て
る
の
？
あ
れ
。
」

「
今
か
ら
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
が
あ
る
ん
だ
よ
。
」

「
こ
ん
な
時
間
か
ら
！
？
」
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私
の
時
計
は
、
７
：
１
５
を
示
し
て
い
た
。

「
宮
野
君
、
時
々
学
校
さ
ぼ
る
か
ら
ね
～
」

「
え
！
？
そ
ー
な
の
？
」

私
は
び
っ
く
り
し
た
。

「
う
ん
。
あ
れ
、
部
活
で
の
試
合
ぢ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。
」

「
そ
れ
ぢ
ゃ
あ
、
あ
の
チ
ー
ム
は
？
」

な
ぎ
さ
は
、
目
を
細
め
た
。

「
あ
れ
は
…
…
お
誘
い
ぢ
ゃ
な
い
？
」

「
お
誘
い
？
」
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「
宮
野
君
、
ず
ば
抜
け
で
サ
ッ
カ
ー
う
ま
い
か
ら
、
他
の
高
校
か
ら
お
誘
い
が

く
る
ん
だ
よ
。
」

私
の
知
ら
な
い
宮
野
君
…
…
。

何
で
な
ぎ
さ
は
そ
ん
な
に
知
っ
て
い
る
の
？

も
し
か
し
て
…
…
。

な
ん
て
★
☆

な
ぎ
さ
に
は
彼
氏
が
い
る
し
、
他
校
だ
と
も
言
っ
た
し
。

「
あ
～
そ
れ
に
し
て
も
カ
ッ
コ
い
い
な
～
♪
」

「
お
～
い
？
学
校
始
ま
る
け
ど
？
ど
～
す
ん
の
？
」
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な
ぎ
さ
は
、
私
の
顔
を
覗
き
込
ん
だ
。

「
え
～
？
ま
だ
見
て
い
た
い
よ
～
。
」

「
…
…
…
…
。
学
校
さ
ぼ
る
～
？
」

な
ぎ
さ
か
ら
思
わ
ぬ
発
言
が
！

「
な
ぎ
さ
っ
て
そ
ん
な
に
悪
か
っ
た
っ
け
？
」

す
る
と
、
な
ぎ
さ
は
ほ
っ
ぺ
を
膨
ら
ま
せ
た
。

「
私
、
学
校
行
く
か
ら
ね
～
？
」

「
え
～
？
」
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チ
ラ
ッ
と
私
は
、
後
ろ
を
見
て
…
…
…
。

な
ぎ
さ
と
一
緒
に
学
校
へ
向
か
っ
た
。

「
ね
～
？
な
ぎ
さ
？
今
日
、
宮
野
君
、
学
校
来
る
と
思
う
？
」

「
さ
～
？
来
な
い
ん
ぢ
ゃ
な
い
？
」

な
ぎ
さ
は
、
少
し
意
地
悪
な
笑
顔
で
、
こ
う
言
っ
た
。

「
来
な
い
の
か
な
～
？
」

私
は
一
気
に
沈
ん
だ
↓
↓

「
も
～
！
！
マ
イ
ナ
ス
思
考
や
め
な
っ
て
！
日
和
の
悪
い
癖
だ
よ
？
」
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「
だ
っ
て
！
な
ぎ
さ
が
来
な
い
っ
て
言
っ
た
ん
ぢ
ゃ
ん
！
」

す
る
と
、
な
ぎ
さ
は

「
絶
対
来
る
よ
！
！
っ
て
、
言
い
返
し
な
さ
い
よ
☆
」

と
、
ま
た
意
地
悪
な
笑
顔
で
言
っ
た
。

な
ぎ
さ
の
言
う
と
お
り
か
も
し
れ
な
い
。

「
よ
し
！
こ
れ
か
ら
は
、
プ
ラ
ス
思
考
で
頑
張
る
ぞ
！
」

「
あ
ん
ま
り
プ
ラ
ス
思
考
に
な
っ
て
も
困
る
け
ど
ね
～
笑
」

な
ぎ
さ
と
恋
話
を
し
な
が
ら
学
校
に
行
く
の
は
、
楽
し
か
っ
た
。
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―
―
―
４
時
間
目
―
―
―

教
室
の
ド
ア
が
い
き
お
い
よ
く
開
い
た
。

皆
の
視
線
が
、
ド
ア
に
い
く
。

私
は
、
『
も
し
か
し
た
ら
』
と
思
っ
た
。

が
。

違
っ
た
。

隣
の
ク
ラ
ス
の
先
生
だ
っ
た
。

「
東
先
生
！
大
変
で
す
！
」

何
か
事
件
で
も
あ
っ
た
の
か
…
…
…
？



23

「
宮
野
が
！
宮
野
が
！
他
校
と
喧
嘩
を
！
」

ざ
わ
ッ
―
―
…
…

私
は
、
目
を
大
き
く
あ
け
た
。

「
み
…
…
宮
野
君
が
？
」

私
は
、
ボ
ソ
ッ
と
呟
い
た
。

皆
が
パ
ニ
ッ
ク
状
態
の
と
こ
ろ
だ
。

先
生
が
「
静
か
に
し
な
さ
い
！
」
と
何
回
も
言
っ
て
い
る
。
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足
が
勝
手
に
動
い
た
。

学
校
の
階
段
を
降
り
て
、
靴
箱
を
通
り
過
ぎ
た
。

あ
の
フ
ェ
ン
ス
へ
行
け
ば
…
…
…
何
か
分
か
る
は
ず
だ
！
！

そ
の
フ
ェ
ン
ス
へ
行
く
と
…
…
。

宮
野
君
が
水
道
で
顔
を
洗
っ
て
い
た
。

「
み
…
宮
野
君
？
」

私
は
、
横
か
ら
思
い
切
っ
て
話
し
か
け
た
！

「
あ
？
」



25

怖
い
目
で
宮
野
君
は
、
私
を
見
た
。

「
え
っ
と
…
…
喧
嘩
し
た
っ
て
聞
い
た
か
ら
…
…
大
丈
夫
か
な
～
…
…
っ
て
。
」

す
る
と
、
宮
野
君
の
動
き
が
止
ま
っ
た
。

「
で
？
」

「
へ
？
」

宮
野
君
は
、
鋭
い
目
で
、
私
を
見
た
。

「
お
前
に
は
関
係
な
い
だ
ろ
！
？
い
ち
い
ち
首
突
っ
込
む
な
！
！
」

宮
野
君
の
声
が
、
グ
ラ
ン
ド
中
に
響
き
渡
っ
た
。



26

「
あ
、
そ
の
…
…
」

私
の
目
か
ら
涙
が
出
て
き
た
。

そ
れ
に
気
づ
い
た
宮
野
君
は
、
焦
っ
て
い
た
。

「
な
…
…
な
ん
で
泣
く
ん
だ
よ
？
」

宮
野
君
が
、
困
っ
た
顔
で
私
を
覗
き
込
む
。

「
び
…
…
び
っ
く
り
し
た
…
…
。
」

私
は
、
手
で
顔
を
覆
っ
た
。

「
…
…
…
。
」

沈
黙
。

沈
黙
を
や
ぶ
っ
た
の
は
、
宮
野
君
だ
。
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「
ｗ
ｗ
悪
か
っ
た
よ
。
」

ん
！
？
今
…
…
。

「
ご
め
ん
。
あ
の
、
言
わ
な
い
で
ほ
し
ん
だ
け
ど
…
…
」

宮
野
君
は
、
照
れ
た
。

「
え
？
何
？
」

私
は
、
宮
野
君
を
急
か
し
た
。

「
他
校
の
奴
と
喧
嘩
し
た
理
由
な
ん
だ
け
ど
…
…
」
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こ
の
時
、
私
は
心
臓
が
止
ま
る
く
ら
い
の
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
し
ま
っ
た
。

「
彼
　
女
　
の
　
た
　
め
　
に
　
や
　
っ
　
た
　
ん
　
だ
　
。
」

「
え
？
」

私
の
目
は
、
も
は
や
死
ん
だ
魚
の
よ
う
だ
。

「
俺
の
彼
女
、
他
校
に
い
る
ん
だ
け
ど
…
…
そ
の
彼
女
が
―
―
「
も
う
い
い
よ
。

」私
は
、
宮
野
君
の
話
を
最
後
ま
で
聞
か
な
か
っ
た
。

「
は
？
な
ん
だ
よ
そ
れ
。
お
前
が
泣
く
か
ら
話
し
て
や
っ
た
の
に
！
」
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何
で
泣
い
た
か
分
か
ら
な
い
の
？

好
き
だ
か
ら
だ
よ
？

宮
野
君
の
事
好
き
ぢ
ゃ
な
か
っ
た
ら
…
…
泣
い
て
な
ん
か
な
い
。

「
も
う
い
い
よ
。
」

宮
野
君
は
、
頭
を
か
い
た
。

「
彼
女
…
…
い
た
ん
だ
？
」

私
は
、
自
分
が
傷
つ
く
の
が
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、
宮
野
君
に
質
問
し
た
。

「
…
…
。
そ
れ
は
、
皮
肉
か
？
」
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「
そ
ん
な
ん
ぢ
ゃ
な
い
よ
。
」

「
あ
、
学
校
戻
ら
な
い
と
。
」

私
は
走
っ
た
。

息
が
き
れ
る
く
ら
い
走
っ
た
。

「
ば
…
…
馬
鹿
。
」

私
は
、
あ
る
公
園
の
ベ
ン
チ
に
腰
を
お
ろ
し
た
。

頬
に
涙
が
つ
た
る
。
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「
馬
鹿
馬
鹿
馬
鹿
馬
鹿
馬
鹿
…
…
…
。
」

し
ば
ら
く
ベ
ン
チ
に
居
て
、
制
服
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
鏡
を
出
し
た
。

「
あ
は
は
…
…
こ
ん
な
顔
ぢ
ゃ
あ
学
校
戻
れ
な
い
ね
。
」

私
は
、
独
り
言
を
ポ
ツ
リ
と
呟
い
た
。

「
ム
カ
つ
く
よ
～
！
本
当
に
…
…
」

顔
を
上
げ
、
空
を
見
た
。

「
め
っ
ち
ゃ
綺
麗
ぢ
ゃ
ん
か
～
。
」

涙
目
で
私
は
、
無
理
に
笑
っ
た
。
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神
様
？

私
は
、
幸
せ
に
は
な
れ
な
い
の
で
す
か
？

そ
れ
か
ら
、
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
経
っ
た
だ
ろ
う
…
…
…
。

「
西
野
！
！
」

誰
か
が
私
を
呼
ん
だ
。

「
ん
…
…
。
」
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「
西
野
？
」

そ
こ
に
居
た
の
は
、
宮
野
君
だ
っ
た
。

「
何
で
宮
野
君
が
こ
こ
に
居
る
の
？
」

私
は
、
ム
ク
ッ
と
ベ
ン
チ
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
。

辺
り
を
見
回
す
と
、
も
う
真
っ
暗
だ
っ
た
。

「
え
！
？
今
、
何
時
！
？
」

私
は
、
時
計
を
見
た
。

８
：
２
３
　
と
、
時
計
に
は
書
い
て
あ
る
。

宮
野
君
だ
と
確
認
す
る
と
、
さ
っ
き
の
事
で
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
た
。

走
っ
て
家
へ
向
か
お
う
と
し
た
瞬
間
…
…
…
。
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『
パ
シ
ッ
！
』

宮
野
君
は
、
私
の
腕
を
つ
か
ん
だ
。

「
何
？
離
し
て
よ
！
」

私
は
、
勢
い
よ
く
手
を
振
り
払
っ
た
。

が
。

宮
野
君
の
腕
は
、
ビ
ク
と
も
し
な
い
…
…
。

「
ま
だ
、
帰
ら
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
」

（
は
？
何
言
っ
て
る
の
？
）
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「
何
で
？
」

「
何
が
？
」

「
何
で
、
さ
っ
き
泣
い
た
の
？
」

わ
ざ
と
な
の
か
…
…
？

私
に
好
き
と
言
わ
せ
る
気
な
の
か
？

「
別
に
…
…
。
目
が
痛
か
っ
た
の
。
」

苦
し
い
言
い
訳
だ
。

「
俺
の
事
、
嫌
い
？
」

「
さ
あ
？
」
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も
し
か
し
て
…
…
気
づ
い
て
る
？

「
あ
～
も
お
～
！
！
」

宮
野
君
は
、
頭
を
か
い
た
。

「
分
か
っ
た
！
！
本
当
に
本
当
の
事
言
う
よ
。
」

（
何
？
ま
た
彼
女
の
話
？
）

「
ノ
ロ
ケ
な
ん
か
、
私
、
聞
か
な
い
か
ら
。
」

私
は
、
そ
う
言
っ
て
宮
野
君
に
背
を
向
け
た
。

「
そ
の
事
な
ん
だ
け
ど
…
…
彼
女
っ
て
言
う
の
は
…
…
」
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「
嘘
な
ん
だ
！
！
」

（
ん
…
…
？
）

「
は
あ
～
！
？
！
？
！
？
！
？
？
！
！
？
」

「
ご
め
ん
。
カ
ッ
コ
つ
け
た
く
て
…
…
。
」

「
あ
の
ね
～
！
そ
っ
ち
の
方
が
よ
っ
ぽ
ど
カ
ッ
コ
悪
い
よ
？
」

私
は
、
こ
ん
な
口
調
だ
が
…
…
…

内
心
、
す
っ
ご
く
安
心
し
て
る
。

「
神
様
は
、
居
る
の
か
も
。
」
私
は
、
宮
野
君
に
聞
こ
え
な
い
ぐ
ら
い
小
さ
な
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声
で
言
っ
た
。

「
ぢ
ゃ
あ
、
何
で
、
喧
嘩
を
？
」

「
…
…
…
。
カ
ッ
コ
悪
い
ん
だ
け
ど
よ
～
。
」

そ
う
言
い
な
が
ら
目
線
を
落
と
し
た
。

「
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
の
時
、
仲
間
が
怪
我
さ
せ
ら
れ
て
よ
？
そ
ん
で
頭
に
き
て

…
…
つ
い
。
」

「
何
で
そ
こ
か
ら
、
彼
女
の
話
に
な
っ
た
の
？
」

「
友
達
が
、
相
手
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
の
彼
女
と
っ
た
ん
だ
。
そ

ん
で
、
相
手
が
怒
っ
て
か
ら
、
友
達
殴
ら
れ
て
て
、
俺
が
、
カ
っ
と
な
っ
て
…

…
。
」

と
、
ゆ
う
事
は
…
…
。
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「
彼
女
っ
て
、
宮
野
君
の
話
ぢ
ゃ
な
く
て
、
お
友
達
の
事
だ
っ
た
の
！
？
」

「
そ
ー
…
…
な
る
か
な
。
」

私
は
、
拍
子
抜
け
し
た
。

さ
っ
き
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
た
自
分
が
恥
ず
か
し
い
。

「
宮
野
君
、
国
語
の
成
績
、
悪
い
で
し
ょ
？
特
に
説
明
文
の
と
こ
ろ
。
」

「
は
～
！
？
何
だ
よ
そ
れ
！
！
」

宮
野
君
は
、
顔
真
っ
赤
だ
。
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全
く
…
…
。

神
様
は
、
私
に
宮
野
君
を
諦
め
る
な
！
と
言
っ
て
い
る
の
か
…
…
。

「
さ
～
て
！
帰
る
か
～
！
！
」

私
は
、
大
き
く
背
伸
び
し
た
。

「
し
ょ
う
が
ね
～
か
ら
、
俺
様
が
送
っ
て
や
る
よ
☆
」

「
誰
も
頼
ん
で
な
い
け
ど
ね
～
★
」

「
は
あ
あ
あ
！
？
」

今
日
の
朝
の
臆
病
な
私
は
、
ど
こ
い
っ
た
？
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宮
野
君
と
話
す
な
ん
て
あ
り
え
な
い
事
だ
っ
た
の
に
…
…
。

今
こ
こ
に
は
、
私
と
宮
野
君
が
話
し
て
る
…
…
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
並
ん
で
る
…
…
…
。

「
も
う
充
分
で
す
！
！
」

「
い
き
な
り
何
だ
よ
！
？
」

「
な
ん
で
も
な
～
い
！
！
」

私
は
、
意
地
悪
な
笑
顔
で
言
っ
た
。

―
―
私
は
変
わ
っ
た
ん
だ
―
―

涙
が
出
て
く
る
…
…
。



42

よ
く
頑
張
っ
た
ね
？

も
う
笑
っ
て
？

「
ん
？
お
前
、
泣
い
て
な
い
？
」

「
ば
－
－
－
カ
！
」

「
何
が
！
？
」

好
き
好
き
好
き
。

絶
対
に
と
ら
れ
な
い
。

私
が
も
ら
っ
て
や
る
。
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そ
う
、
日
和
は
、
決
心
し
…
…
…

夜
の
公
園
通
り
を
、
宮
野
君
と
歩
い
て
い
っ
た
。
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（
後
書
き
）

初
め
て
な
の
で
、
多
々
お
か
し
い
所
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
、
感
想
な
ど
書
い
て
く
れ
る
と
、
次
か
ら
も
ま
た
頑
張
れ
ま
す
の
で
！

☆
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
☆
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

きっかけをひろったなら
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